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　「観音寺セリ栽培講習会」は４月21日、迫町北方南観
音寺地区で開かれ、参加者８人がセリの苗植え作業を
学びました。
　観音寺セリは、地域で受け継がれてきた「地ゼリ」。栽
培技術の継承と生産者の思いや食文化に触れ、価値を
再認識してもらうことで、後継者の確保やセリ種の保
存につなげようと講習会を開催しました。参加した鹿

しか

野
の

大
た い

河
が

さん（21）＝迫町山の上＝は「観音寺セリの生産
量が減っていると聞き、自分も何かできないかと参加
しました。慣れない作業で疲れましたが、伝統野菜は絶
やさないようにしたいですね」と話していました。

観音寺セリは、弘法大師から授かったと伝えられている井戸水の
「弘法水」を利用して栽培し、「幻のセリ」ともいわれています。

　「第11回東北高等学校丸山相撲大会」（登米市米山相
撲協会主催、千葉敏

とし

彦
ひ こ

会長）は４月28日、道の駅米山に
ある登米相撲場で開かれ、県内外から集まった高校生
力士が体当たりの熱戦を繰り広げました。
　米山町は、江戸時代の大横綱、丸山権

ごん

太
た

左
ざ

衛
え

門
も ん

の生ま
れた地。威風堂々と会場入りした選手たちは、頭からぶ
つかりあい、積み上げた稽古の成果を発揮しました。観
戦していた佐藤誠

せい

悟
ご

さん（70）＝南方町原＝は「若い選
手の取組は、見ていて気持ちがいいですね。近い将来、
この中から横綱になる力士が出てくることを楽しみに
しています」と選手たちの活躍を期待していました。

押さば押せ、引かば押せと、各取組で熱戦を展開。全身全霊を込
め、ひたむきに押し続ける選手たちの汗は、光輝いていました。

会場いっぱいに展示されたイラストや、魅力的なキャラクターの
オブジェクトが謎解きの手助けをしてくれます。

　第60回特別企画展「サイボーグ009ナゾトキミュージ
アム」が、４月27日から８月25日まで石ﾉ森章太郎ふる
さと記念館で開かれています。
　企画展は、石ﾉ森章太郎の代表作「サイボーグ009」が
連載開始から55年を迎えたことを記念して開催。カラ
ーイラストや名場面などの展示物をヒントに謎を解
き、隠された暗号を見つけます。オープン初日に訪れた
加藤進

しん

太
た

郎
ろ う

さん（55）＝石巻市＝は「特別企画展のたび
に来ていますが、今回の企画展の謎解きは難しかった
です。子どもたちのような柔軟な発想が必要ですね」と
苦笑いしながらも企画展を楽しんでいました。

　平成31年度「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表
彰（自然ふれあい部門）を受賞した遠藤克

かつ

美
み

さん（59）＝
東和町米川２区＝が４月19日、市役所迫庁舎を訪れ、熊
谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長に受賞の喜びを報告しました。
　米川生産森林組合に勤務する遠藤さんは、長年にわ
たり森林整備体験の開催や小学生の体験学習として、
マイタケの生産を指導。地域の緑化や環境教育に尽力
してきました。遠藤さんは「今まで続けることができた
のは、参加者の皆さんや米川小学校の協力があったか
らこそ。これからもできる限り続けていきたい」と気持
ちを新たにしていました。

平成27年度には、宮城県緑化功労者としても表彰された遠藤さ
ん（左）。森林の大切さを伝える取り組みを続けています。

　「米山チューリップまつり」が４月21日から５月５日
まで、道の駅米山の西隣で開かれ、大勢の家族連れなど
でにぎわいました。
　敷地１㌶の会場には、姉妹都市の富山県入善町など
から買い付けて育てた約60品種、10万株のチューリッ
プが咲き誇りました。来場者は、色鮮やかな風景を楽し
みながら、買い物かごを手に好みのチューリップを選
別。掘り起こした株を買い求めていました。佐々木奈

な

央
お

子
こ

さん（28）＝南方町北本郷＝は「娘と来ました。たくさ
んのチューリップを眺めていると楽しくて、気持ちが
癒されますね」と春の訪れにほっこりしていました。

赤、白、黄色やピンクなど、さまざまな種類のチューリップが満
開に。来場者は写真を撮影しながら、散策を楽しみました。

29日には「とよま茶会」も開かれ、訪れた観光客はロマン漂う明
治村の雰囲気を満喫していました。

　明治村を人力車で巡る「平成最後のとよま人力車」
（みやぎ北上商工会青年部登米支部主催、渡邊慎

しん

伍
ご

支部
長）が４月28、29の両日、登米町内で催されました。
　人力車の運行は、みやぎの明治村の魅力をより感じ
てもらいたいと、同支部が企画。水沢県庁記念館前を発
着場所として、警察資料館（旧登米警察署庁舎）と登米
町伝統芸能伝承館「森舞台」までの２つのコースを運行
しました。人力車に乗った田辺保

やす

晴
は る

さん（46）＝東京都
練馬区＝は「歩きながら見るよりも風情があって、蔵造
りの町並みがより魅力的に感じました」と笑顔で話し
ていました。


